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1 Na －5 宮崎県内の子育て環境に関する実態と意識について

〔(社) 日 本家政 学 会

宮崎大　 篠原久枝

目的:　F 少子化丿対 策の一貫として1995 年に厚生省よりF エンゼルプラン」が出され、

社会全体としての子育て支援が現在進めらでいる。特に大都市においてはデパート、スー

パーなどの民間資本が先行して子連れで外出しや すい施設、サービスが整備さ れつつある

が、果たして宮崎における実態はどうであろうか、そこで今回、子連れでの外出のしやす

さや、一時的保育サービスの利用等 に関する問題を中心に、宮崎県内の子育て環境に関す

る実態とそれに対する意識について調査、分析を行った。

調査方法: 1994 年11 月　県内4 市3町の乳児検診及び子育てふれあい教室に訪れた母親

にアンケートを配布し、郵送により回収した。有効回答数216 、回収率43 ％であっ た。

結果：調査対象者が子連れ外出の時不安や不便を感じる場所としては、r デ パート、ス

ーパー」が多く、次いで「銀行」「バス」「市役所」そして「保健所」という 意見が挙げ

られた。その内容としては「トイレ」「休憩場所」「階段、エスカレーター」利用等に関

するものであった、ベビールームについては、都会と比べると不充分で多くの不満が挙げ

られた。託児施設の欲しい場所としては「デパート」「美容院」 「医者、歯医 者」が圧倒

的に多く 挙げられ、母親の年齢が高くなるほど有料でも利用したい者の割合が多くなった。

一方で、ベビーシッタ ー利用と同様「一時的にしろ他人に預ける ことの不安」を挙げる者

も多かった。これらの意識について は、居住場所や家族形態による差は見られなかった。

また宮崎におけるネットワーク作り の要望が多く、今後の整備が望まれる。
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（目的) 意識調査をもとに、米国、中国、日本の母親のしつけ観や子供への期待感 など子

育て について比較し 、日本の子 育て の特徴と課題を明ら かにし た。

（方 法)   7 2 項目からなる質問 紙を作成し 、米国＼iカリフ ォルニア・ ロサンゼ ルス、中国

は北京及びそ の周辺地域。日本は宇都宮及びその周辺地域と町田 市の 保育所や幼稚園に入

所している3 ～5 歳の幼児の母親を対象に調査を実施し た。

（ 結果) ①し つけ観について みると。米国ではr Obey parent 」 を重視し ているのに対し

て。 日本や中国では「社会的なルール を守ること１ をし つけ の優先課題とし ている。 ②性

格に ついては米国、中国、日本とも「正直」であることを期待するも のが最も多 い。しか

し 、米国で は「責 任感」において、中国では「創造力」において 他国に対し て有意な傾向

を示してい るのに対し て、日本ではばらつきが大きく 特徴的な 傾向は みられなかっ た。 ③

職業 に対しては、米国の母親は明確な 期待をもっていて、約６割の母親は「 教師・医師・

研究者」など の知的労働者になって欲しいと願っている。これに対して中国の母親の回答

は職業に対する強い期待を持つ者I: 特別に期待を持たない者に2  極化されている。 期待を

持つ 者の多くは米国と同じく「 教師・医師・研究者」になることを望んでいる。 これに対

して 日本で は「特にない」と回答した母親が６割を越えている。 ④子 供のし つけ について

みると、米国では自立のための訓練、 例えば排泄のし つけなどを重視しているのに対して

日 本で は約８割が「ゆっくりす れぱよい」　と回答し ている。しかし 「好ましく ない行動 」

に対して の一日本の親の態度は、米国や中国よりも厳し い。
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